
平成28年5月13日の地震動関係審査会合における指摘事項

No. 指摘事項

1 検討用地震のモデル化について，申請時と変更後の違いを分かりやすく示すこと。

2 宍道断層による地震について，断層傾斜角の不確かさの設定を再検討すること。

3
宍道断層及びＦ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震について，すべり角の不確かさの設定を検討する

こと。

4
宍道断層による地震の不確かさの組合せケースの設定根拠として，どの地震動評価ケースが地震動に影響す

るのか分かりやすく示すこと。

5
宍道断層による地震について，断層の延長上に位置する重力コンターの急傾斜部を考慮した地震動評価ケー

スを検討すること。

6 応答スペクトルに基づく地震動評価について，断層パラメータを記載すること。

7
Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震について，Ｆ-Ⅲ断層及びＦ-Ⅳ断層と地下深部で収斂していると

考えられるＦ-①断層及びＦ-②断層を考慮した地震動評価ケースを検討すること。

8 短周期レベルの不確かさの根拠としている知見を，より充実させること。

9
宍道断層による地震の第一アスペリティについて，何通りか考えられる配置を検討し，それらの地震動評価結

果を比較して地震動への影響を確認すること。

10
宍道断層による地震の応答スペクトルに基づく地震動評価に用いているNGA距離減衰式について，2008年版

と2014年版の地震動評価結果を比較すること。


